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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｐ濃度が２～４質量％で、かつＣｒ濃度が０．３～１．２質量％の溶銑に対して、
　スラグの塩基度（ＣａＯ質量％）／（ＳｉＯ2質量％）を０．１超１以下に調整し、溶
銑温度が１２５０～１５００℃の範囲で酸素源を供給することにより脱クロム処理を実施
し、Ｐ濃度が１．９～３．８質量％で、かつＣｒ濃度が０．２質量％未満の溶銑を製造す
ることを特徴とする溶銑の脱クロム方法。
【請求項２】
　少なくともＣａＯ源またはＳｉＯ2源を含むフラックスの添加量を２５ｋｇ／ｔ以下に
して前記スラグの塩基度を調整することを特徴とする請求項１に記載の溶銑の脱クロム方
法。
【請求項３】
　前記Ｐ濃度が２～４質量％で、かつＣｒ濃度が０．３～１．２質量％の溶銑は、高炉で
製造した溶銑を脱リンして得られた製鋼スラグを出発原料とすることを特徴とする請求項
１又は２に記載の溶銑の脱クロム方法。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の溶銑の脱クロム方法によって得られた溶銑に対し
てさらに、塩基度が０．８～１．５で、かつ、酸化鉄濃度がｔ．Ｆｅ濃度で１０質量％以
上を含有するフラックスを添加するとともに酸素を吹き込んで脱リン処理を行い、前記脱
リン処理終了時の溶銑温度を１２００℃以上１４５０℃以下の範囲とし、かつ、
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　前記脱リン処理の終了時の温度である１２００～１４５０℃から６００℃まで、６００
℃に到達するまでの間の温度降下量を６００℃に到達するまでの時間で除算した数値で、
１０℃／ｍｉｎ以上の冷却速度で冷却を行うことを特徴とするリン酸肥料原料の製造方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に、脱クロム中の脱リンを抑えた溶銑の脱クロム方法およびリン酸肥料原
料の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　我が国は降水量が多いため、土壌からミネラル分が流出して、土壌が酸性化し易い。そ
のため、植物を生育させる際に使用するリン酸肥料には土壌中のリン酸濃度だけでなく、
土壌ｐＨも同時に増加させる塩基性リン酸肥料が広く使用されている。現在、塩基性リン
酸肥料として、アルカリ分を多く含む溶成リン肥が利用されている。
【０００３】
　一方で鉄鋼一貫製鉄所では、高炉から出銑された溶銑には不純物として約０．１質量％
のリンを含んでいる。鋼中のリンは冷間脆性の原因となる有害な元素であるため、製鋼工
程で溶銑中のリンはフラックスを添加し酸素を吹きこむことにより酸化除去されて、製鋼
スラグとして排出されている。
【０００４】
　特許文献１に示すように、製鋼スラグのリン酸濃度は１～４質量％程度であり、リン酸
肥料として十分な濃度ではないものの、製鋼スラグ中には、フラックス由来のＣａＯ分や
溶銑から酸化除去されたＳｉＯ２分が多量に含まれているので、ケイ酸リン酸肥料として
利用されている。
【０００５】
　ただし、現在でもリン酸肥料の原料であるリン鉱石の全量を輸入に依存している我が国
では、製鋼スラグ中のリン酸分は、有用なリン酸肥料資源として考えられており、特許文
献２～４に示すように、製鋼スラグ中のリン酸分を濃縮して高リン酸スラグを製造し、製
鋼スラグからリン酸肥料を製造することが試みられている。さらに、特許文献５～７に示
すように、スラグ中の鉱物相を制御することにより肥料効果を高める技術が開示されてい
る。特に特許文献６及び７では、リンや鉄を含んだ製鋼スラグを還元することにより、Ｐ
濃度が０．５～４．０質量％の高Ｐ溶銑を製造し、その高Ｐ溶銑をさらに脱リンすること
により、高リン酸スラグとＰ濃度が０．１質量％程度の溶銑とを製造する技術が開示され
ている。
【０００６】
　一方、肥料中にＣｒ等の重金属類が多量に含まれていると、その肥料で成長した作物を
食べた人や動物に害を与える可能性があるため、肥料中の重金属類の濃度を適正に管理す
ることが求められている。例えば、肥料取締法中に規定されているリン酸質肥料の公定規
格の一部には、Ｃｒ濃度を下げることが定められている。
【０００７】
　前述したように、製鋼スラグを原料として、リン酸肥料を製造する技術が数多く開示さ
れている。しかしながら、製鋼スラグには、時にスクラップやステンレス由来の重金属、
特にＣｒを含むことがあるため、このＣｒを含んだ製鋼スラグを電気炉などで還元処理し
た場合、製鋼スラグ中のＣｒが種湯中に濃縮され、電気炉から出銑される高Ｐ溶銑のＣｒ
濃度が０．３～１．２質量％まで増加することがある。このまま脱リン処理を実施した場
合、脱リンと同時に脱クロム反応も起こり、高リン酸スラグ中のＣｒ濃度もしくはクロム
酸濃度が高くなってしまい、肥料として販売することができない。そのため、高Ｐ溶銑の
脱リン処理を実施する前に、事前に溶銑中Ｃｒを除去する必要がある。但し、脱リン処理
時のリン酸肥料の歩留まりを向上させるためには、脱クロム処理を実施する際に、脱リン
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反応をできる限り抑制することが求められている。
【０００８】
　Ｃｒを除去する技術としては、特許文献８には、高Ｐ溶銑からの脱Ｃｒ技術が開示され
ており、この技術では、Ｃｒ含有高Ｐ溶銑に対して、フラックスを添加することにより塩
基度（ＣａＯ質量％）／（ＳｉＯ２質量％）を０．１以下に制御し、さらに酸素源を添加
することにより脱クロム処理を実施している。
【０００９】
　近年ではリン酸肥料原料をより効率良く製造するために、よりＰ濃度の高い高Ｐ溶銑を
用いることが望ましい。特許文献８に記載の技術では、脱クロム処理を行う溶銑としてＰ
濃度が１．５質量％の溶銑を対象としており、溶銑中のＰ濃度がさらに高い場合には適用
が困難である。その理由は以下のとおりである。
【００１０】
　例えばＰ濃度が３質量％といったＰ濃度が高い溶銑に対して脱クロム処理を実施する場
合、脱クロム反応とともに脱リン反応も同時に進行しやすい。その結果、Ｐ濃度が低い溶
銑と比較してスラグ中のＰ２Ｏ５が高濃度となる。さらに、Ｐ２Ｏ５は酸性酸化物である
とともに融点が低く、スラグの液相線温度を下げる性質をもつ。このことから、Ｐ濃度が
低い溶銑を脱クロム処理する場合と比べて、脱クロム反応時のＣｒ２Ｏ３の生成速度や脱
クロム反応に多大な影響を与える。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特許第５１０５３２２号公報
【特許文献２】特開平１１－１５８５２６号公報
【特許文献３】特開２００９－１３２５４４号公報
【特許文献４】特許第５５９４１８３号公報
【特許文献５】特開２０１５－１８９５９１号公報
【特許文献６】特開２０１６－７４９４０号公報
【特許文献７】特開２０１６－８８７５７号公報
【特許文献８】特許第６１１９３６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　そこで本発明は、上記の状況に鑑み、製鋼スラグを原料として製造した高Ｐ溶銑から、
脱リン反応を抑えて脱クロム反応を促進できる溶銑の脱クロム方法及び肥料規格を満たす
リン酸肥料原料の製造方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明者は、上記目的を達成するため、Ｃｒを含んだ高Ｐ溶銑の脱クロム処理時に使用
するフラックスや製造条件の面で脱クロム率および脱リン率に着目して検討を行った結果
、脱クロム率と脱リン率とで塩基度依存性が大きく異なることを見出し、その差を利用す
ることにより脱クロム反応を引き起こし、脱リン反応を抑えることができることを見出し
た。
【００１４】
　上記の知見をもとにした本発明は以下の通りである。
（１）Ｐ濃度が２～４質量％で、かつＣｒ濃度が０．３～１．２質量％の溶銑に対して、
　スラグの塩基度（ＣａＯ質量％）／（ＳｉＯ2質量％）を０．１超１以下に調整し、溶
銑温度が１２５０～１５００℃の範囲で酸素源を供給することにより脱クロム処理を実施
し、Ｐ濃度が１．９～３．８質量％で、かつＣｒ濃度が０．２質量％未満の溶銑を製造す
ることを特徴とする溶銑の脱クロム方法。
（２）少なくともＣａＯ源またはＳｉＯ2源を含むフラックスの添加量を２５ｋｇ／ｔ以
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下にして前記スラグの塩基度を調整することを特徴とする上記（１）に記載の溶銑の脱ク
ロム方法。
（３）前記Ｐ濃度が２～４質量％で、かつＣｒ濃度が０．３～１．２質量％の溶銑は、高
炉で製造した溶銑を脱リンして得られた製鋼スラグを出発原料とすることを特徴とする上
記（１）又は（２）に記載の溶銑の脱クロム方法。
（４）上記（１）～（３）のいずれか１つに記載の溶銑の脱クロム方法によって得られた
溶銑に対してさらに、塩基度が０．８～１．５で、かつ、酸化鉄濃度がｔ．Ｆｅ濃度で１
０質量％以上を含有するフラックスを添加するとともに酸素を吹き込んで脱リン処理を行
い、前記脱リン処理終了時の溶銑温度を１２００℃以上１４５０℃以下の範囲とし、かつ
、
　前記脱リン処理の終了時の温度である１２００～１４５０℃から６００℃まで、６００
℃に到達するまでの間の温度降下量を６００℃に到達するまでの時間で除算した数値で、
１０℃／ｍｉｎ以上の冷却速度で冷却を行うことを特徴とするリン酸肥料原料の製造方法
。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、製鋼スラグを原料として製造した高Ｐ溶銑から、脱リン反応を抑えて
脱クロム反応を促進できる溶銑の脱クロム方法及び肥料規格を満たすリン酸肥料原料の製
造方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、製鋼工程において、リン酸含有スラグを製造する工程の一例を示す図で
ある。
【図２】図２は、スラグ中の塩基度と脱クロム率及び脱リン率との関係を示す図である。
【図３】図３は、スラグ中の塩基度とクロム酸及びリン酸の濃度との関係を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明では、溶銑中のＰ濃度が２～４質量％で、かつＣｒ濃度が０．３～１．２質量％
の高Ｐ溶銑に対して、スラグの塩基度（ＣａＯ質量％）／（ＳｉＯ２質量％）を０．１超
１以下として、１２５０～１５００℃の範囲で鉄鉱石及び／または気体酸素を酸素源とす
ることにより、脱クロム処理を実施する。そして、その時発生したＣｒ含有スラグを排出
後に、残った溶銑に対して脱リン処理を実施する。酸素源は、溶銑温度を適切に維持でき
るように選択する。
【００１８】
　また、上記の高Ｐ溶銑は、高炉で製造した溶銑にスクラップを溶解させた後に、脱リン
して製造される製鋼スラグを出発原料とするものであることを特徴とする。
【００１９】
　まず、製鋼スラグを原料として、植物生育用のリン酸肥料の原料（リン酸肥料原料）と
して使用可能なリン酸含有スラグの製造方法について説明する。図１に、製鋼工程におい
て、リン酸含有スラグを製造する工程の一例を示す。
【００２０】
　図１に示すように、製鋼工程においては、高炉で製造した溶銑であって、通常はリンを
０．０８～０．１５質量％含有する溶銑を転炉に移送し、溶銑の上にスラグを形成し、酸
素源を吹き込んで、溶銑とスラグの反応で、溶銑の脱リン処理S01を行う。
【００２１】
　脱リン処理S01によって生成した転炉脱リンスラグ４１を転炉から排出し、その後、転
炉内の溶銑の上に、再度、スラグを形成し、酸素源を吹き込んで、脱炭処理S02を行う。
脱炭処理S02で得られた溶鋼に２次精錬S03を施した後、連続鋳造S04で鋼片を製造する。
【００２２】



(5) JP 6874854 B2 2021.5.19

10

20

30

40

50

　脱リン処理S01の後、転炉から排出される転炉脱リンスラグ４１には、溶銑中のリンが
酸化したリン酸とともに、多量の鉄分を含んでいる。そこで、転炉脱リンスラグ４１から
鉄やリン等の有価元素を回収するために、転炉脱リンスラグ４１に還元・改質処理S11を
施す。
【００２３】
　還元・改質処理S11においては、転炉脱リンスラグ４１を溶融し、還元剤及び改質剤と
して、微粉炭、Ａｌ２Ｏ３源、ＳｉＯ２源を添加して、Ｃｒを０．３～１．２質量％、Ｐ
を２～４質量％と多く含有する高Ｐ溶銑４２を製造する。
【００２４】
　そして、高Ｐ溶銑４２を鍋に受けて、その鍋に生石灰や炭酸カルシウムなどのＣａＯ源
や硅砂などのＳｉＯ２源を含んだフラックスを添加することによりスラグの塩基度を０．
１超１以下に調整し、溶銑温度が１２５０～１５００℃の範囲で鉄鉱石を添加及び／また
は気体酸素を酸素源として吹き込むことにより、Ｃｒ濃度が０．２質量％未満でかつＰ濃
度が１．９～３．８質量％の低Ｃｒ高Ｐ溶銑４３を製造する。Ｃｒ濃度が０．２質量％未
満であれば、その後、低Ｃｒ高Ｐ溶銑４３から例えば特許文献５又は６に記載のリン酸肥
料原料を製造した場合に、肥料取締法中の規格内の肥料を製造することができる。
【００２５】
　また、高Ｐ溶銑４２を鍋に受ける際には、還元炉中に残留しているスラグ（塩基度が０
．９～１．３、Ａｌ２Ｏ３：１０質量％程度、ｔ．Ｆｅ＜５質量％）も１０ｋｇ／ｔ程度
が持越しスラグとして不可避的に溶銑とともに鍋に排出される。脱リン反応をなるべく抑
えて脱クロム反応を促進させるためには、フラックスを添加して塩基度を調整する必要が
ある。ここで、スラグ量が多すぎると、鍋からスラグが溢れ出る可能性があるとともに、
特に鍋の場合は攪拌しづらいことからスラグ／メタル反応が十分になされない可能性があ
る。操業上、鍋内のスラグ量は５０ｋｇ／ｔ以下とすることが好ましいため、添加するフ
ラックス量は発生するクロム酸、リン酸量を見込むと２５ｋｇ／ｔ以下とすることが好ま
しく、２０ｋｇ／ｔ程度になる場合が多い。なお、持越しスラグの塩基度が１．０以下で
あり、且つ還元炉から出銑された高Ｐ溶銑のＣｒ濃度が低めである場合は、持越しスラグ
のみで脱クロム反応を行ってＣｒ濃度が０．２質量％未満でかつＰ濃度が１．９～３．８
質量％の低Ｃｒ高Ｐ溶銑を製造することができる。したがって、このような場合はフラッ
クスの添加が不要である。
【００２６】
　低Ｃｒ高Ｐ溶銑４３に対しては、Ｃｒ含有スラグを排出後にフラックスを添加して脱リ
ン処理S13を実施し、リン酸含有スラグ５０を製造する。この時の、脱リン処理S13は、特
許文献６又は７に記載の技術を用いる。つまり、脱リン処理では、塩基度が０．８～１．
５で、かつ、酸化鉄濃度がｔ．Ｆｅ濃度で１０質量％以上を含有するフラックスを添加す
るとともに酸素を吹き込んで、処理終了時の溶銑温度を１２００℃以上１４５０℃以下の
範囲とする。なお、当該脱リン処理の途中でスラグ中のリン酸濃度が５質量％以上になっ
た後に、さらに副材を添加することによって、最終的なスラグの塩基度αを１．５以上３
．０以下に調整し、当該スラグ中のリン酸濃度を８～（－４α２＋２３α－４）質量％、
かつ、酸化鉄（Ｆｅ換算）濃度を５～２５質量％に調整する。これによりリン酸含有スラ
グ５０を製造する。
【００２７】
　そして、冷却処理S14では、当該脱リン処理の終了時の温度である１２００～１４５０
℃から６００℃まで、６００℃に到達するまでの間の温度降下量を６００℃に到達するま
での時間で除算した数値で、１０℃／ｍｉｎ以上の冷却速度で冷却する。また、必要に応
じて粉砕処理S15も行って、リン酸肥料原料６０を得る。得られるリン酸肥料原料６０は
、ＣａＯ、ＳｉＯ２、Ｐ２Ｏ５、及び、酸化鉄（Ｆｅ換算）を合計で６０質量％以上含有
し、塩基度αが１．５以上３．０以下であり、Ｐ２Ｏ５を８質量％以上（－４α２＋２３
α－４）質量％以下、酸化鉄をＦｅ換算で５質量％以上２５質量％以下含有するリン酸肥
料原料であって、該リン酸肥料原料中、Ｃａ３（ＰＯ４）２－Ｃａ２ＳｉＯ４固溶体、５
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ＣａＯ・ＳｉＯ２・Ｐ２Ｏ５、及び、７ＣａＯ・２ＳｉＯ２・Ｐ２Ｏ５の１種又は２種以
上の存在濃度の合計が２８質量％以上である。
【００２８】
　なお、脱リン処理S13によって、リン含有濃度で０．１～０．３質量％まで脱リンされ
た溶銑５１は、高炉で生成された溶銑とともに転炉へ供給される。
【００２９】
　以下、脱クロム処理において、Ｃｒを０．３～１．２質量％含有した高Ｐ溶銑の脱クロ
ム反応を促進し、脱リン反応を抑制するため、（１）溶銑成分組成を限定する理由、（２
）スラグ中の塩基度を限定する理由、（３）処理温度を限定する理由を説明する。
【００３０】
（１）高Ｐ溶銑の組成
　脱クロム処理は、その脱クロム処理時の高Ｐ溶銑の組成に影響される。本発明では、溶
銑中のＣｒ濃度が０．３～１．２質量％、Ｐ濃度が２～４質量％を含んだ高Ｐ溶銑を対象
としているが、より好適には「Ｃｒ濃度が０．３～１．２質量％、Ｃ濃度が３．０～５．
０質量％、Ｓｉ濃度が０．６質量％以下、Ｍｎ濃度が０．３～１．４質量％、Ｐ濃度が２
．５～４．０質量％」の溶銑である。
【００３１】
（２）スラグ中の塩基度
　次に、スラグ中の塩基度（ＣａＯ質量％）／（ＳｉＯ２質量％）は０．１超１以下にす
る必要がある。塩基度が０．１以下であると、ＣａＯが少ないためにスラグの融点が上が
り、その後Ｃｒ含有スラグを排滓することが困難となるので、塩基度は０．１超とする。
好ましくは塩基度が１．５以上とし、さらに好ましくは０．３以上とする。また、塩基度
の上限については、以下の実験により特定した。
【００３２】
　１ｔ溶解炉を用いて、Ｃｒ濃度が０．３～１．２質量％、Ｐ濃度が３質量％の高Ｐ溶銑
の脱クロム処理の実験を実施した。実験では、スラグ量が５０ｋｇ／ｔ程度になるととも
に、塩基度が０～２の範囲になるようにフラックスを添加し、処理温度を１４００℃にし
て酸化鉄および酸素を合計で２１ｋｇ／ｔ添加した。実験後の溶銑中のＣｒ濃度は０．１
～０．２質量％となった。
【００３３】
　図２には、実験前後の溶銑中Ｃｒ濃度、Ｐ濃度から脱クロム率、脱リン率を計算した結
果を示し、図３には、脱クロム処理後のスラグ中のクロム酸およびリン酸の濃度を示す。
脱クロム率、脱リン率も塩基度の増加に伴い増加したが、脱リン率の方が塩基度の影響が
大きく、スラグ中でのリン酸濃度も大きな差が見られた。脱クロム処理後の脱リン処理で
のリン回収率を増加させるためには、脱クロム処理での脱リン率は抑える必要がある。図
２に示す結果から、塩基度が１を超えると脱リン率の塩基度依存性が強くなる。このこと
から、脱クロム反応を起こしつつ、脱リン反応を抑制するためには塩基度は１以下にする
必要がある。好ましくは塩基度が０．９以下とし、さらに好ましくは０．８５以下とする
。
【００３４】
（３）処理温度
　低Ｃｒ高Ｐ溶銑を製造する際には、上記組成および塩基度に調整してさらに溶銑温度が
１２５０～１５００℃で処理する必要がある。溶融スラグの温度は溶銑温度にほぼ等しい
と考えられるため、溶銑温度が１２５０℃未満であると、スラグが完全に溶融しない場合
があり、その場合、その後脱リン処理を行ってもリン酸肥料としての肥料効果が発現しな
い。一方、脱クロム反応は発熱反応であるため高温になるほど反応が進みにくくなる。そ
のため、溶銑の温度が１５００℃を超えると、スラグ中のクロム酸の濃度が低下する。ま
た、加熱コストが嵩む上に、処理容器の耐火物の損耗も激しくなるので不適当である。好
ましくは溶銑温度が１３００～１４５０℃である。
【００３５】
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　以上、高Ｐ溶銑から脱クロム処理を行う技術について説明したが、本発明は、上記説明
に限定されることはなく、発明の技術的思想を逸脱しない範囲で適宜変更が可能である。
【実施例】
【００３６】
　次に、本発明の実施例について説明するが、実施例での条件は、本発明の実施可能性及
び効果を確認するために採用した一条件例であり、本発明は、この一条件例に限定される
ものではない。本発明は、本発明の要旨を逸脱せず、本発明の目的を達成する限りにおい
て、種々の条件を採用し得るものである。
【００３７】
　まず、以下の表１に示す初期溶銑組成の高Ｐ溶銑が持越しスラグとともに鍋に排出され
、表１に示す温度、フラックスの添加量、酸素量で脱クロム処理を実施した。脱クロム処
理の前後で溶銑中の組成を調べ、さらに脱クロム処理後のＣｒ含有スラグの組成も調べた
。
【００３８】
　先ず、スラグの排滓性を、排滓できたものを○、排滓できたものの排滓にやや時間を要
したものを△、排滓が困難だったものを×と評価した。次に、総合評価として、脱リン率
が１５％以下でかつ脱クロム率が７０％以上の条件のうち、排滓に問題がなかったものを
◎、脱リン率が１５％以下でかつ脱クロム率が７０％以上だったが、排滓にやや時間を要
したものを○、脱リン率が１５％より大きいか、排滓が困難であったか、もしくは脱クロ
ム率が７０％未満のものを×と評価した。脱クロム率や脱リン率は、初期溶銑組成と脱ク
ロム処理後の溶銑組成とから計算した。
【００３９】
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【表１】

【００４０】
　実施例１～８では、溶銑中のＰ濃度が２～４質量％で、かつＣｒ濃度が０．３～１．２
質量％の溶銑に対して、スラグの塩基度を０．１未満１以下として、１２５０～１５００
℃の範囲で鉄鉱石と気体酸素とを酸素源とした。その結果、実施例１～８ではＣｒ含有ス
ラグの排滓も問題なく行うことができ、脱リン率が１５％以下でかつ脱クロム率が７０％
以上であった。
【００４１】
　比較例１は、塩基度が１超であった例であり、塩基度以外は上記の範囲内の条件で脱ク
ロム処理を実施した時の結果を示している。塩基度が１を超えていたため、脱リン反応も
進行してしまい、脱リン率が３０％となってしまった。比較例２は、ＣａＯを添加しなか
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った結果、塩基度が０．１以下であった例であり、塩基度以外は上記の範囲内の条件で、
脱クロム処理を実施した時の結果を示している。この場合は、塩基度が低すぎてスラグの
融点が高くなってしまい、脱Ｃｒ含有スラグを効率良く排滓することができなかった。比
較例３は、処理温度が１５４０℃で、処理温度以外は上記の範囲内の条件で脱クロム処理
をした時の結果を示している。処理温度が高かったため、脱クロム反応が進行しにくくな
り、脱クロム率が６０％以下となってしまった。比較例４は、初期溶銑組成でＰ濃度が２
．０未満であった例であるため脱リン率は非常に低かったが、脱クロム率も低かった。こ
れは、初期溶銑組成でＰ濃度が低すぎたため、塩基度が０．１超１．０以下では最適な範
囲とならなくなったからであると考えられる。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　本発明によれば、製鋼スラグを原料として製造した高Ｐ溶銑から、脱リン反応を抑えて
脱クロム反応を促進できる溶銑の脱クロム方法及び肥料規格を満たすリン酸肥料原料の製
造方法を提供することができる。

【図１】

【図２】

【図３】
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